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【研 究 目的 】歯 冠 修 復 時 にFRPポ ス トを弾性 材
料で支 持す る支 台築造法 におい て歯 根保護 の可能
性 を検 討 した。
【実験材料】 根管 モデル には メラ ミン歯お よび ヒ ト
歯 を用いた。支台築造 ではレジンコア部分に ソラー
レR,歯質接 着 システムにMEGA　BONDR,ポス トに
はFIBER　POSTR(FP),シラン処 理剤 はTOKUSO
CERMIC PRIMERR,根管壁 の接 着処理 にMEGA
BONDRを用 いて支台築造体 を構成 した。 ポス ト支
持 材 は ク リア フ ィルRDCコア(CR),印 象 材 の
AFFINISR(AFF)と弾 性 接 着 材 のPREMIER
GOLDR(PG)とSuper-XR(SUX)を用 いた。AFFの
接着 には シア ノアク リレー ト系接 着材PPXRを用 い,
AFFにはフ ィラーとしてSiO2粉末 を0,20,50wt%
で配合 し弾性係数 を調整 した。
【実験 方法】 ポ ス トホール は根管 口部 を単純 なシ
リンダー型 とロー ト型 の2形 態 に成 形,残 存歯質
量加 味 して弾性 材料 によ る歯根保 護性 を評価 した。
支 台歯 はFPをCRで 支持 す る対 照群,弾 性 材料 で
支 持す るPG群,AFF群,SUX群 と した。 試 料 は
24時間,37℃の恒温槽 で保管 して抗折試験 に供 し,
抗 折強 さを算 出 した。統 計 学 的分 析 はStudent's
t-testおよびMan-Whitney U-testによ り危 険率
5%で 有意差 を検定 した。支台歯 の破折様 相 を分
類 し,歯根保 護指 数=[歯 根 を含 まない破 折頻度/
歯根 を含む破折 頻度 ×100/支台条件の数]を定義
して保 護性 を評価 した。
【結 果】 メ ラ ミン歯 支 台 でのPG群,AFF群,
SUX群 の抗 折 強 さは対 照群 よ り有 意 に小 さ く,
平 均 抗 折 強 さ と保 護 指 数 は そ れ ぞ れ に 対 照 群
(100MPa,6),PG群(83MPa,32),AFF群(88MPa,














本論文に関す る一次審査 は,平 成28年1月15
日午後1時 か ら行われた。審査委員は,平 成27






1.緒言:支 台能力の内容 と 「歯根保護指数,抗





















申請者 に博士(歯 学)の 学位 を授与できるものと
判断した。
